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２０２０年５月１４日 

宮城県知事 

村井 嘉浩 様 

 

新型コロナウイルス感染拡大状況下での 

女川原発２号機再稼働「地元同意」手続きの停止を求める申し入れ 

 

4 月 7 日「新型インフルエンザ等対策特別措置法」に基づく緊急事態宣言が出され、16 日には宮

城県を含む全国へ対象地域が拡大されました。宮城県においては、爆発的な感染拡大は回避されて

いますが、第 2 波の流行への警戒を怠ることは出来ず、引き続き緊張感を持った対策が求められて

います。長期にわたる行動制限、休業要請で、県民の暮らしは厳しさを増し、県内の事業者は困窮

を深めています。 

感染拡大と医療崩壊を防ぐ対策、県民の暮らしと生業を守る経済対策など、緊急の課題が山積み

であり、村井知事を先頭に県庁あげて日夜全力で取り組んでおられることに敬意を表します。 

一方、2 月 26 日、原子力規制委員会は女川原発 2 号機の再稼働にいわゆる「合格」を出し、その

翌日、経済産業大臣は、村井知事に、女川原発 2 号機再稼働への「地元同意」を要請しました。 

村井知事は「地元同意」について「県民の理解が必要」と強調した上で、県主催で住民説明会を

開催することを表明し、「住民説明会の様子をわたし自身も全てではないが、行けるときは行って話

を聞く。その後、県内の市町村長の意見や、30km 圏内の自治体の首長の意見や、実際に立地してい

る石巻・女川の首長の意見を聞く。さらに、県民の代表である県議会の考え方を聞く」とインタビ

ューに応じました。これらに加え、当然ながら、村井知事が設置した「女川原子力発電所 2 号機の

安全性に関する検討会」が有識者としての見解をまとめて、知事に報告することも必須の要件です。 

しかし、これらはいずれも、相当数の人が移動し、一堂に集まって話し合うことを伴いますから、

県が県民に、外出・移動の自粛、多くの催事開催の自粛を要請している状況下で、これら一切の手

続きを進めることは困難となっています。 

だからといって、知事が「県民の理解が必要」と表明した以上、少なくとも、そのために実施す

るとした手続きを「簡略化」したり「省略」したりすることは、決してあってはなりません。この

困難な状況に紛れ、おざなりのセレモニーで「地元同意」の答えを出していくようなことは絶対に

許されません。 

新型コロナウイルス感染拡大が終息し、県民が安心して外出・移動し、催事に集まることが出来

る状況になるまでは、一切の「地元同意」手続きを停止することが必要です。事実上止まっている

という状態ではなく、知事が「停止する」と言明することが重要であると考えます。 

4 月 30 日、東北電力は「女川原発 2 号機の安全対策工事の完了時期を 2020 年度から 2022 年度に

延期する」と発表しました。安全対策工事の困難さを感じさせる発表ですが、一方、これで「地元

同意」の回答を出すまでに時間的余裕が生まれたと捉えることも出来ます。「地元同意」手続きを急

ぐ理由はまったく無くなりました。 

これから 2 年間という時間があれば、女川原発再稼働の是非について、より広い県民の意向確認

をすることが可能です。 

昨年、県民投票を求めた 11 万超の県民の思いをしっかりと受けとめ、丁寧なプロセスを重ねるこ

とを要請します。そのことなくして、性急に「地元同意」の答えを出すことは決してしないようお

願いします。 

新型コロナウイルス感染拡大が終息し社会経済の混乱・困窮が解消するまでは、女川原発 2 号機

再稼働への「地元同意」手続きを停止するよう申し入れます。 

 

以上 

 

＜共同提出団体＞  

・女川原発の再稼働を許さない！みやぎアクション（代表：鈴木宏一） 

・宮城県護憲平和センター（理事長：砂金直美） 
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・原発問題住民運動宮城県連絡センター（共同代表：小林立雄 斉藤信一） 

・東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター（代表世話人：綱島不二雄 菊地修） 

・生活協同組合あいコープみやぎ（理事長：高橋千佳） 

・子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワー

クみやぎ（共同代表：小澤かつ 児玉芳江 佐藤郁子 村口喜代 山田いずみ） 

・船形山のブナを守る会（代表世話人：小関俊夫） 

・女川から未来を考える会（代表：阿部美紀子） 

・止めようプルサーマル！止めよう核燃料サイクル！女川原発地元連絡会（代表：近藤武文） 

・女川原発の再稼働を許さない石巻地域の会（代表：松浦健太郎） 

・女川原発の危険から住民の生命と財産を守る会（事務局長：髙野博） 

・放射能から子どもたちを守る栗原ネットワーク（代表：鈴木健三） 

・女川原発の避難計画を考える会（代表：原伸雄） 

・みやぎ脱原発・風の会（事務局長：舘脇章宏） 

・脱原発仙台市民会議（共同代表：篠原弘典 水戸部秀利） 

・さようなら原発いしのまき実行委員会（実行委員長：佐藤清吾） 

・みやぎ金曜デモの会（代表：西 新太郎） 

・女川原発の再稼働に反対する東松島市民の会（事務局長：石垣好春） 

 

＜連絡先＞ 

仙台市泉区虹の丘３－５－１３ 篠原方  TEL ０２２－３７３－７０００ 

 

 

 


